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【タイトル】 「はやぶさ２」が明らかにした小惑星「リュウグウ」

【要旨】 小惑星探査は、はやぶさ、はやぶさ２という探査機により、
日本が世界を牽引している分野である。 長径500mほどのS型小
惑星イトカワからのサンプルリターンに成功した「はやぶさ」に続き、
「はやぶさ２」が計画された。 「はやぶさ２」は、2014年12月に打ち
上げられ、昨年６月に900mほどのC型小惑星リュウグウに到着し
た。 C型小惑星は、炭素質隕石の源と考えられていて、生命の材
料となる有機物や水を含んでいると考えられる。

リュウグウの密度は、1190kg/m3で空隙率50%程度のラブルパ
イル（瓦礫の寄せ集め）天体である。 赤道付近の盛り上がりは過

去の高速時点を反映している。含水鉱物の存在を示す、2.7ミクロ
ンの吸収帯は確認されているがその濃度は高くない。 これまでに

わかったリュウグウの姿を紹介する。

11月13日に「はやぶさ２」はリュウグウを離れ、帰途についた。来
年末にリュウグウの岩石の破片が入ったとみられるカプセルを分
離し、オーストラリアの砂漠地帯に落下させ、回収する計画である。


